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2004年スマトラ島沖地震津波によって,インドネシアやスリランカなどで約お万人に及ぶ
人的被害が発生し,その中でもインドネシア・アチェ州では壊滅的な被害が発生した.その後

も,インドネシア・スマトラ等周辺では多くの地震津波が発生している.津波の来襲は,沿岸
域の大規模な地形変化も引き起こし,内陸部にもその景a簿は及ぶ.本研究では,インドネシア・
アチェ州における今後の津波減災対策に貢献することを同的として,インドネシア・アチェ州
周辺を対象とした地震津波の数値シミュレーションにより,津波の伝播・氾濫過程と津波によ
る沿岸地形変化の特微の把握を行った.第レ章では,地震津波における過去の研究事例にっい

てレビューし,本研究の目1杓とインドネシアにおける今後の津波減災での本研究の位置づけを
述べている.第2 章では,本研究で使用した津波の数値シミュレーションモデルの詳細にっい
て説明を行っている.斧B 章では,2004年スマトラ島刈寸也震津波を刈象とした数値シミュレー
ションを行い,その結果の妥当性を検討するとともに,解析結果に基づきスマトラ島周辺域で
の津波の伝播過程や,スマトラ島先端部のバンダアチェ市における大規模な地形変化の発生に
ついてデータ分析を行っている.第4章では,スマトラ島周辺域で過去に発生した3 つの地震

津波の数値シミュレーションを行い,スマトラ島沖合に点在する島々が本島沿岸域での津波減
災に果たす役割について分析を行っている.最後に,第5 竜では本研究で得られた結果を整理

するとともに,インドネシアにおける津波減災の尖務における今後の課題を述べることで,本
論文の結論としてまとめている

論文内容 の 要

本論文はインドネシア・アチェ州周辺沿岸域における津波減災対策を検討するために,地震
津波の伝播,遡上・氾濫,地形変化の一連の数値シミュレーションを行っている.津波の海域
での伝播過程や陸域への遡上・氾濫に関する数値シミュレーションは数多く行われているもの
の,津波による沿岸部の地形変化に関する数値シミュレーションの実施例は限られてぃる.ま

た,インドネシアでは2004年スマトラ島沖地震津波で枯大な被害を受けた後,津波災害に対す
る対策が検討されているものの,太だ十分な方向性が示されているとは言い難く,効果的な津,

波防災・減災対策の検討は重要な課題である.その中でも数値シミュレーションは必要不可欠
な方法(ツーノレ)である

本論文では,津波の伝播・氾濫過程とそれによる士砂移動・地形変化の計算が可能な数値モ
デルCOMCOT・SED (オープン・ソース・モデノレ)を用いて,2004郁スマトラ島刈吐也震津波によ

るバンダアチェ市の被災後の地形データけ御杉変化データ)の再現を試み,数値計算モデルの
妥当性を検討した. COMCOT・SEDは実験データによる計算の妥当性は確認されているものの,

現地での適用例は非常に限られており,この点に本論文の新規性が認められる.また,数値シ
ミュレーション結果を分析することで,バンダアチェ市における津波による地形変化の空間的
特徴や港湾構造物による地形変化打川削の効果についても検剖を行っている.これにより,
では,今後のバンダアチェ市における津波減災刈策のーつとして,沿岸部(1制或)での構造物

(嵩上げした湾岸道路等)の利用の可能性を提案している.本論文では,スマトラ島化部の広
域的な視点からも津波災害発生に関する分析を行っている.過去の地震津波による被災状況に
地域的な差があることから,過去に発生した3つの地震津波と3つの仮准壮也震津波の数値シミュ
レーションを行った.その結果,本島沖介に点在する島々がその背後域である本島沿岸域での

被害状況に大きく影粋し,島の遮蔽効果によって津波被審桜減に寄与する場合や,島と本島と
の位置関係から津波の反射や回折によって被害増大に繋がる場合があること,地震の震源域と

島群の位置関係から本島沿伴辻或での被轡発化j創険度の大小を推定することが可能であること

を示している.これらの成果は,インドネシアにおける津波減災対策の今後の発展に寄与する

ものであると老えられる

以上により,本論文は博士(工学)の学位論文に相当するものと判定した

査結果 の 要
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